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平成 30年 1月 31日 

 各  位 

 

会 社 名 神 鋼 商 事 株 式 会 社 

代表者名 代表取締役社長 森地 高文   

 （コード番号 8075）  

問合せ先責任者   総務部長 濱村 和裕  

（TEL 03-3276-2036）  
   

業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績動向を踏まえ、平成 29 年 4 月 28 日に公表した通期業績予想を下記のとおり修正いたしました

のでお知らせいたします。 

記 

 

業績予想の修正について 

平成 30年 3 月期通期業績予想数値の修正（平成 29年 4月 1 日～平成 30年 3月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に
帰 属 す る 
当 期 純 利 益 

１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

850,000 

百万円 

5,300 

百万円 

5,800 

百万円 

3,700 

  円 銭 

417.85 

今回修正予想（Ｂ） 930,000 8,100 8,400 5,000 564.68 

増減額（Ｂ－Ａ） 80,000 2,800 2,600 1,300  

増減率（％） 9.4 52.8 44.8 35.1  

（ご参考）前期実績 
（平成 29年 3月期） 769,481 4,819 5,248 2.970 335.43 

  

平成 30年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 29年 4月 1日～平成 30年 3 月 31日） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 １ 株 当 た り 
当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

727,000 

百万円 

3,500 

百万円 

2,100 

  円 銭 

237.11 

今回修正予想（Ｂ） 780,000 4,600 3,000 338.75 

増減額（Ｂ－Ａ） 53,000 1,100 900  

増減率（％） 7.3 31.4 42.9  

（ご参考）前期実績 
（平成 29年 3月期） 646,959 3,974 2,120 239.36 
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修正の理由 

平成 29年 10月 31 日公表の決算短信において、株式会社神戸製鋼所が平成 29年 10 月 8日以降に公表

した神戸製鋼グループの品質問題による当社の業績への影響が見通せなかったため、平成 30年 3月期の

通期連結業績予想は平成 29 年 4 月 28 日公表の数値を据え置いておりました。しかしながら、平成 30

年 1月 31日現在において、当社顧客との関係においては取引への大きな影響は出ておりません。 

平成 30年 3 月期の通期業績予想は、市場環境が良好であることや主要顧客の旺盛な需要により、主要

セグメント（鉄鋼・鉄鋼原料・非鉄金属）の業績が好調に推移することが見込まれることから、売上高、

営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益のそれぞれが当初予想を上回る予定です。 

   当社単体の業績予想も連結と同様に、売上高、経常利益、当期純利益のそれぞれが当初予想を上回る

予定です。 

 

配当予想の修正について 

 

 

年 間 配 当 金 

第 1四半期末 第 2四半期末 第 3四半期末 期 末 合 計 

前回予想 
（平成 29年 4月 28日発表） ― ― ― 45.00 90.00 

今回修正予想 ― ― ― 55.00 100.00 

当期実績 ― 45.00 ―   

前期実績 
（平成 29年 3月期） ― 4.00 ― 60.00 ― 

（注）平成 28 年 10 月 1 日付けで、当社普通株式について、単元株式の変更（1,000 株から 100 株に変更）及び 

株式併合（10株を 1株に併合）を実施しましたので、平成 29年 3月期の年間配当金は「―」と記載しており

ます。 

 

修正の理由 

当社は、株主の皆さまに対する利益還元を経営の重要課題の一つに位置付けており、企業体質の強化

と将来の事業展開に必要な内部留保等を考慮しつつ、各期の業績に応じた配当を継続することを基本方

針としております。上記方針に基づき、今般の業績予想修正を踏まえ、平成 30年 3月期末の配当予想を

１株当たり 55円に修正することといたしました。 

 

（注）上記の業績予想及び配当予想等は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績等は、

今後さまざまな要因により予想数値と異なる場合があります。 

 

                                         以 上 


